
様式３

学校番号

令和 7 年度　　学校評価書　　　（　実施段階　）

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

　「時代の変化に応じた農業教育を通して、福岡県の次世代の農業を支える人材を育成する学校」
　安定した食料生産と環境の保全、地域資源の有効活用の観点から農業や地域社会を考える主体的な課題解決型学習を通して、社会のリーダーとなって地域や農業の発展に貢献する人材を育成します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に関する方針）

〇農業や関連産業に関する専門的な知識や技術を身に付け活躍できる力
〇主体的に考え、判断し、他者との協働により、地域農業に貢献できる力
〇諸課題を主体的・対話的に協働して解決する力

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に関する方針）

〇福岡県、糸島市と連携したマーケット及びワークショップの実施による地域に開かれた教育課程
〇地域の専門機関と連携した実践的な授業による農業や農業関連産業のスペシャリストの育成
〇ワンヘルスに基づいた動物との共生社会の実現や地域資源の活用に関する教育活動

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する方針）

〇農業や動物、地域の農産物や観光資源に興味があり、将来、関連産業への進路を考えている人
○食や家庭生活の学習に興味があり、将来、関連の進路を考えている人
〇糸島の地域が好きで、地元地域について学び、将来、地域で活躍していくことを目指す人

・本校の特色ある教育活動について糸
島市「起業家教育」や出前授業、ワンヘ
ルス教育活動など地域の小・中学校と
連携した活動を実施した。
・生徒が主体となるような魅力的な学校
行事に向け、アンケートなどを通じて生
徒の意見を積極的に取り入れる。
・学校の特色や魅力を効果的に発信す
るため、ホームページや広報活動を充
実させる。特に、ホームページの更新
や情報発信スキルの向上を図る。
・進路希望に応じた対策（国公立大学
進学対策、就職支援など）を強化し、生
徒の進路実現を支援する。
・人権尊重の精神を育む教育活動を推
進する。
・生徒が落ち着いて学習できる環境を
整備する。特に、夏場の暑さ対策など、
学習環境の向上に努める。

教育活動全体をとおして、鍛えて、ほめて、生徒の可能性を伸ばす教育を行う。特に各学科の教育内容・施設の充実と広報に努める。

農業科目を中心に、生徒が自ら課題を発見し、解決する能力を育成するため、
プロジェクト型学習を推進する。また、生徒募集に向けて、広報課の年間広報計
画のもと、HPはもちろんインスタグラムなどにより不断の広報活動を推進してい
く。

A

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を図ることにより、確かな学力と実践力の向上を目指す。一人一台タブレットの有効
的活用をさらに推進する。

教務・情報・研修課により一人一台タブレットを有効活用した授業づくりの提案を
行っていく。農業教育においては、各種センサー、環境制御機器などのスマート
農業技術を実習や授業に取り入れ、一人一台端末を積極的に活用し、生徒が
先進技術に触れながらデジタルスキルを身につける学びを充実させる。

入学から卒業まで一貫したキャリア教育の充実を図り、希望する進路を１００％実現する。また、国公立大学農学部合格に向けキャリア教
育部を中心に指導体制を確立する。

卒業後の実社会を見通した３年間のキャリア教育プランの作成と推進を図る。生
徒が希望する進路(進学・就職）を実現するため、各学年に応じたな進路指導を
実施しながらの進路決定100％を目指す。また、国公立大学農学部合格への具
体的な校内指導体制を確立し、推進する。

基本的生活習慣の確立と規範意識の高揚を図るとともに、個に応じた学習支援を充実させる。

いじめ撲滅のために、いじめの未然防止や早期発見・早期対応に取り組む。学
習支援が必要な生徒に配慮した学習環境の整備及び教育相談の充実を図る。
また、全教科・全領域において人権教育を推進し、道徳的実践力を高め、自尊
感情や自立心・思いやりのある心の育成に努める。

学校運営計画（４月）
学校運営方針 評価

（総合）昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

農業高校としての特色を生かして①地域との連携活動の推進、②自然環境を考えＳＤＧｓの取り組み、③食と農の探究活動の推進を中心
に、教育活動の質を高め推進する。

いとのうマーケットを活用した学習内容の質の向上を図る。特に販売会の一連
の過程を主体的に経験させることで、実践的な知識・技術を身につけ、農業の社
会的意義・役割を学ぶ場を構築する。
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地域と連携した活動を数多く実
施していただいている。糸島の地
域を十分に活用して欲しい。

大会の結果に繋がっていない。
指導方法や内容の強化が必要で
ある。

スタディサプリ導入に期待してい
る。その効果を検証してもらいた
い。

ごみの分別を習慣化することで、
校内美化に繋がっている。

生徒の情報共有について検討
し、サポート体制づくりを進めて
欲しい。

夏場の暑さ対策は、生徒の命に
関わる事項である。空調機器の
整備など進めて欲しい。

各学校行事に多くの保護者が参
加していただき、行事の運営が
円滑に遂行できた。

引き続き研修を通して、教師力の
向上に努めて欲しい。

次世代を担う教員の育成に尽力
して欲しい。

生徒募集に繋がるため、積極的
に魅力ある教育活動を情報発信
して欲しい。

魅力あるホームページの構成に
ついて、他校の事例を研究する
など、対策が必要。

授業アンケートの結果から、「授業の中で自
分の考えを述べたり、他者の意見や考えを
聴いたりすることができるようになった」生徒
が９２．８％で、目標を達成することができ
た。

体験入学参加中学生のアンケート結果より、
本校に興味を持った中学生の割合は「９７．
６％」と目標を達成できた

いじめ・生活アンケートの実施状況は良好で
あり、保護者用アンケ―トの回収率も１００％
である。記載があった部分も対応し、管理職
に起案する形ができている。

制服に関してのアンケートなども実施してい
るが、回答率が８０％ほどである。生徒が自
分事として考えることができるように継続して
呼びかけを行う。

進路ガイダンスや説明会では９
０％程度の生徒は好ましい感想
を回答している。

1月末時点での就職決定率は
96.5％、進学先決定率92.8％

ゴミ箱の設置アンケートから教室にごみ箱を
設置したことでごみの減量化・指導の向上に
つながったことがわかった

保健室来室者の推移を見ると、来室者は減
少傾向にあった。教室外でも多くの教員が生
徒と関係性があり話を聞いてもらうことので
きる体制を増やしていきたい

PTA総会について開始時間の後ろ倒しの要
望、防災避難訓練について避難完了までに
要した時間の計測のご指摘をいただいた。
今後検討していきたい。

役員会、常任委員会は毎回９割以上の出席
率であり、各行事にも多くの方にご参加いた
だけた。具体的な改善点等を年度末の委員
会でお聞きする予定である。

ホームページの閲覧による情報
収集が一番多い。その中でも、
学科と部活動に関する閲覧が多
くなっている。

業務の間を縫ってHPの更新等を行うため、
なかなか時間が取り辛い。HP内のコンテン
ツをもう少し整理する必要がある。

アンケートでは「生徒の学びの場として有意
義」「学校と地域の繋がりの強化」「食や農業
への関心」「地域の活性化」に関する好意的
な答えが９６％以上であった。

多くの活動（研究・外部連携）
を行っているが、大会の結果
に繋がていない。

A

A

A

評価項目 具体的目標 評価（３月）

企画庶務・情報

対人関係における来室者に対する対応を強
化する。 A

A

学校行事等の充実と円滑な運営。 A

A

具体的方策

クロームブックやパソコン、プロジェクター等のＩＣＴ機器を有効活用し、生徒にとってわかりやすい授業を行う。

進路決定に向けた支援体制を整え、希望進
路の１００％達成を目指す。 A

保　　健

清掃に対する意識を強化する

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

体験入学の内容をより充実させることで、本校に興味を持った中学生の割合９５％以上を目指す。

中学校訪問において、本校の魅力を伝えるとともに、在籍生徒の情報交換を行う。

B

週に一回の生徒指導課会議にて、生徒にかかわる情報共有を行う。

体育祭については、事前・事後のアンケートを見取り、安全・安心な運営を行う。

学校行事の活性化のために、生徒会の支援を行い、適切な周知に務める。

事前・事後のアンケートを行い、生徒の心身の状況を把握し、生徒理解に務める。

A

体育祭、糸農祭などの行事で生徒が達成感
や充実感を味わうことができるような行事の
運営を行う。

A

初任者の先生が、福岡県の教職員生活の基礎を築ける
ように支援していく。また、インターンシップの学生に対し
て本校のいろいろな取り組みを紹介し、農業高校への
理解を促す。

「いとのうDaｙ」があることで教師
にゆとりが生まれ、生徒と向き合
う時間の創出に繋がっている。

魅力ある教育活動を積極的に情
報発信し、生徒募集に繫げて欲
しい。

４月から「青切符」制度がスタート
する。登下校時の安全指導を徹
底して欲しい。

体育祭や糸農祭などの学校行事
について、生徒の活躍が目に見
える素晴らしい行事である。

進路の手引きにある「キャリアパ
スポート」の活用も引き続き取り
組んで欲しい。

生徒指導

基本的な生活習慣の確立を行う。生徒動態
を意識し、指導・支援体制を充実させる。 A

A

進路指導

生徒一人ひとりの希望進路を把握し、適切
な進路指導を行う。 A

A
HPを含めた公式な情報発信体制を整備するとともに、
農業クラブ活動や全国大会を見据えた指導体制を強化
し、生徒の成長と学校の魅力向上につなげる。

職員研修を通じ、多くの研修を実施し教育力の向上に努めるこ
とができた。課題として、専門教科の実習や教科横断的な内容
への接続が不十分な点があるため、次年度に向けて検討する。
また、 特別支援の観点についても研修を充実させる。

毎回有意義な研修を実施でき、先生方への
研修として好評であった。しかし、同じ内容が
続いていたりした内容については、次回検討
していきたい。

教育実習やインターンシップにおいて、農業
高校への理解を示すことが出来た。これから
も農業の良さを伝えていける活動に繋がれ
ばよいと思う。

A

A

A

次代を担う人材の育成のために、多面的に
支援できる体制を構築していく。

各学科の月1投稿を継続して実施する。

部活動等の各先生方に依頼しなければならない投稿についても、定期的な声掛けを行い、積極的にシステムに触っ
てもらえるような状況を整える。

広報活動をより効率的に行うためのシステ
ムを整える。 A

農　　務

学科の専門性強化と地域連携の深化 A

PTA活動の円滑化のために連携を図り、支
援を行う。 A

研　　修

今教員に求められているスキルを習得する
ことが出来る研修を厳選し、効果的に提供し
ていく。

広　　報

ホームページの更新頻度を上げる。 B

農業クラブ活動の活性化と全国大会へ向け
た準備の強化 B

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見

教　　務

一人一台タブレット等のＩＣＴ機器を有効的に
活用し、主体的・対話的で深い学びの実現
に向けた授業改善を図る。

A

A
中学生やその保護者、さらには地域の方々
に対して、本校の教育活動の魅力を発信し、
理解してもらうことで、本校への入学希望者
を増加させる。

A

いとのうDayは一定の効果がある。生徒の主体的・対話
的で深い学びに向けた学習改善と教師の授業改善にむ
けて、印刷資料とＩＣＴの効果的な併用方法を考える必
要がある。

体験入学参加者の満足度は高い。申込期間にホーム
ページ上に特設ページを開設するなどして、申込者数を
増加させ、入学希望者数を増やす。

いとのうDay（期末考査最終日の翌日）を設けることで、教師の授業改善と生徒の学習改善につなげる。

授業の中で自分の考えを述べたり、他者の意見や考えを聴いたりすることができるようにする。（授業アンケート結
果目標８５％以上）

第１回体験入学の時期は非常に暑いため、全体会をオンラインでHR教室で行うなどの工夫をする。

HPの更新が滞り、学科の情報発信があまりできていな
かった。一方で、Instagramの方はかなり充実していた。
システム的なハードルもあるが、月計画や月報告をもっ
と活用して周知できるようにする。

HPのレイアウトやコンテンツの見直しを適宜行ってきたが、全体からの希望
を集約しながら進める必要がある。また、写真や動画などの素材収拾につ
いて早急に検討する必要がある。

各学科が取り組んできた地域連携の成果を基盤に、分
掌・学科横断で共有・連動させ、学校全体の特色ある教
育活動として体系化・発信していく。

PTA登校指導については、風紀委員会や生徒会と連携
して、生徒、保護者、教職員が一体となって取り組めた
が、ヘルメット着用率に課題が残る。

体育祭についてのアンケート結果にて、この2年間に実
施した形態で満足した結果が得られた。行事後のアン
ケートの集約率の向上に課題が残る。

進路の手引きの活用が限られているときがあるので、朝トレやHRの時間に
計画立てて記入する時間を設ける。また、クレペリンや職業適性検査など
の結果についても、同様に計画的な記入・活用の時間を設けて改善する。
進路指導の体系化の充実を図る。

朝トレの時間は1年生が漢検対策のための漢字ノート、2年生が語彙ノー
ト、3年生がSPI問題集に取り組んだが年度の終わりには終わった生徒もい
て進み方に差が出る。来年はスダディサプリを導入するので運用での調節
が必要である。

清掃への意識は、清掃区域や生徒間によっても大きな差が見られた。分別
やごみの減量化はすこしづつ行えているものの「公共の場所をきれいにす
る」意識については引き続き指導が必要である。

来室者の来室理由について「精神面の相談・悩み」が増
加している。相談された話を早期に情報共有し多方面
からサポートできる体制づくりを行いたい。

夏の熱中症対策のために終業式や始業式をリモートにて実施す
る等、臨機応変に対応することが出来た。本来最優先すべき業
務が滞ることがないように、行事を厳選していくことが望まれる。

PTA活動の支援に関しては多くのご協力を頂き円滑に
実施することが出来た。今後も信頼関係の構築に尽力
していきたい。

B

自己評価

結果の考察と次年度の課題

風紀委員会を活性化させ、PTA・職員・生徒が一体となる登校指導を年間3回行う。

生活・いじめアンケートに関する項目を見直し、きめ細やかな対応を検討する。

ミスマッチを防ぐために、職場見学やオープンキャンパスは必ず参加させる。

適性検査の客観的な結果やキャリアパスポートの活用により、自分の能力や適性を正確に把握させる。

学級担任や各学科との連携を密に行い、生徒の進路に関する情報を共有する。

デジタル化した求人情報を学校でも家庭でも閲覧できるようにする。

大学進学希望者は農水大学支援講座に参加させる。

朝トレの時間を活用し、SPIや語彙力・読解力の向上を目的とした問題集に取組ませる。

掃除開始５分後には確実に全員が掃除場所に揃い、開始・終了ともに挨拶するようにする。

清掃時間いっぱい掃除を行う。

ごみの分別を習慣化する。（特にペットボトルは自販機横へ）

来室者を可能な限り、休み時間内に教室へ帰す。

自分たちの行動が「当たり前」ではない場合があることを保健指導の中で伝える。

保健室での様子を教員間で情報共有し、クラスや授業・部活等での様子も含めて多くの大人が見守ることのできる
体制を作る。

学校教育目標に従った行事の企画・運営を円滑に図る。

学校安全の観点から各行事の防災意識を醸成する。

ICT機器の有効活用を推進し、学校行事の円滑な運営を支援する。

PTA役員会・常任委員会の活動を支援する。

年間計画と月計画の作成と、各学年と学科に広報担当者を設置する。

写真フォルダの整理と、写真を探しやすいよう選別して保存するように努力する。

写真掲載ができない生徒の周知を徹底する。

プロジェクト学習により専門科目を充実させる。

地域農家や企業との連携強化を行う。

情報発信と広報活動を強化する。

クラブ員活動の魅力向上と参加促進を行う。

R11年度の全国大会に向けた指導体制を強化する。

産学官連携プロジェクトの推進をする。

PTA総会や行事に関して、保護者への参加を促す。

PTA・同窓会との連携を通して、教育活動の高揚を図る。

先生方の要望を柔軟に取り入れ、日々の実践に繋がるような研修を実施し、１００％の出席率を目指す。

ニーズに合った校外研修を必要な先生に確実に紹介し、先生方の教育力の向上に寄与する。

相互に授業を参観する、専門教科の実習に参加する等、教科横断的な指導に繋がるような機会を設ける。

基本研修を受講する若年教員の指導を丁寧に実施し、今後の教員生活の基礎を築けるよう支援する。

本校卒業生は勿論、本校で教育実習を希望する学生やインターンシップ生を積極的に受け入れ、農業高校への理
解を促す。

校内の人材育成体制を整え、適時に柔軟な対応ができるような土台作りに尽力する。

1学期のはじめにホームページとInstagramの投稿に関する研修を行う。
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B

Ａ

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

A

B

A

A

事務室 A

農場業務の充実

農場技術職員と教育職員との連携により、更なる農場の管理・運営の充実を図る。

B
関連部署と情報共有の機会を積極的に設けるよう努め
た。農場予算に関してはスケジュール管理も含めて農務
課との調整が必要。

関連部署との情報共有を引き続
き徹底して欲しい。

生産物販売等の現金の授受の際は、帳簿等の記入により明確化に努める。

適切な会計処理

法令順守を引き続き徹底するとともに、節減による予算の効率的な執行を行う。

A
概ね適切な会計処理を行うことができた。
次年度も引き続き適切な会計処理に努め、職員への意
識づけも続けていきたい。

適切な会計処理に努めて欲し
い。

全職員一丸となり、会計処理の透明化に努める。

A

個別の進路課題について今年度
の反省を次年度以降の指導に役
立てて欲しい。

生徒の人権意識向上に向けて、
研修内容を還元して欲しい。

生徒の情報把握に努め、学校全
体でサポートできる体制作りを進
めて欲しい。

アンケート結果は高い達成率で
ある。学力向上の目標はほぼ達
成できていると感じる。

日々の細かな指導の積み重ねが
大切。大変だと思うが、根気強く
指導して欲しい。

様々な課題を克服し、来年度最
上級生として糸農生の中心として
努力して欲しい。

的確に進路指導に取り組んでい
ただいている。生徒それぞれ個
別の課題はあると思うが、学び合
う環境作りに努めて欲しい。

生徒の達成の数値を見ると、充
実した体育祭だったことが分かっ
た。

人権・同和教育・生徒支援委員会を毎月実
施した。職員研修を実施して差別発言に認
知件数が増加した（１件から４件に）。

入学年次の生徒の個別の教育支援計画を
作成した。クールタイムとして部落研部室を
活用することができた。

1項目:できた90%、2項目：でき
た81％、3項目：できた84％

社会人基礎力の育成

挨拶、身だしなみ、言葉遣い、授業規律について、自らが判断して行動できるように指導を徹底し、振り返りアンケー
トを学期に１回行う。

進路行事の事前・事後指導を丁寧に行った結果、進路
意識の向上や進路希望の明確化につながった。基礎学
力の向上については、朝トレや週末課題の取り組み状
況に個人差が大きく、一人では学習が進めることができ
ない生徒への支援が課題である。

学校行事に関しては主体性の育成等の目標を達成する
ことができたが、行事後の学校生活がおろそかになる点
が課題である。

体育祭で「とても達成感を感
じた」69.6%、「少し感じた」27%

A
コミュニケーション能力が向
上した60.3%、文章を読み取る
力がついた48.7%

A

A

A

校外研修で得たものは通信等の配付物を作成し、還元
できるようにする。生徒の人権意識を育成できるように
年間計画を充実させる。

各分掌でも情報共有できるようにサポートシートや情報
共有シートを活用できるようにする。また、サポートシー
トを活用し、生徒の困り感に対応できるようにする。

挨拶や身だしなみは良く、今後も気を引き締める必要がある。・支援学級か
らの生徒や他の生徒とは異なる特性を持った生徒が増加し、学校になじめ
ない生徒がかなりの数存在する。指導情報の早期収集が必要である（特
に、福岡市の中学校からの情報）。

課題の未提出者指導は効果があった。授業や行事に真面目に取り組める
生徒も多数おり、生徒の能力を伸ばしていけた。・授業を静かに受けたいと
不満を持っている生徒が結構な数存在している。また、授業中に寝る生徒
も散見され今後の課題である。

授業規律について「よく頑張った」29.6%、「まあ頑張っ
た」63.4%
校則を守る意識（頭髪・服装・スマホ）について「よく頑
張った」60.1%、「まあ頑張った」35.7%
学校行事への関わりについて「よく頑張った」55.6%、
「まあ頑張った」41.5%

インターンシップについて
「今後の進路決定に役立つもの
になった」94.4%
「進路に対する意識が向上した」
94.4%

社会人基礎力を高める取り組みは一定の効果があった
が、進路意識の低い生徒の意識を高める取り組みと巻
き込む工夫が必要である。

B

B

挨拶・身だしなみ・言葉遣い、授業規律については、しっかりとで
きている生徒とそうでない生徒が二極化している。集団として自
らが判断し、考えて行動できるようにするまでにいたっていない。
学校行事を通してリーダーを育て、集団に良い影響を与える存
在が必要である。

第１学年

基本的生活習慣の確立 A

A

本人の責任ではない理由で修学が困難な生
徒を支援

問題の種類に応じて、校外の専門機関との連携を深める。

先生に相談できる環境として時間や場所の確保をする。

個別の教育支援計画を作成し、学校・家庭の両面から支援を行う。

挨拶、身だしなみ、授業に取り組む姿勢について、繰り返し指導を行うことで徹底させる。

朝早い登校を習慣づけ、１日の良いリズムを作り、遅刻・早退・欠席を減らす。

学校と家庭の状況について保護者と情報共有しておく。

朝トレで漢字・語彙の学習を行い、漢字検定合格５０パーセントを目指す。

考査前の補習を実施し、学力の向上とともに、苦手科目の克服に努めさせる。

課題の未提出者には居残り指導を実施し、課題を提出させる。

基礎学力の向上

第３学年

最上学年として、行事の企画力、主体性、協
調性を養う。 A

1項目:できた88%、2項目：でき
た64％、3項目：できた86％

取り帰りの指導を徹底するなど、書類等の提出期限を守る習慣を身につけさせる。

人権･同和教育

人権・同和教育を推進するため、個別の人
権課題を中心に、差別の現実を学ぶ A

第２学年

学校行事に対して意識の低い生徒に声掛けを行い、集団のモチベーションが下がらないように支援する。

・農業高校の特色ある学習内容の発信に加え、五感に訴え
る体験活動を通じ、農業教育の魅力を直接伝える工夫を凝
らし、生徒募集に繫げて欲しい。

社会に関心を持ち、社会人として必要な能
力を身につけ、希望進路の実現を図る。 A

学校関係者評価

・学習指導・ICT活用
　反省： 授業満足度は高いが、生徒間の学力差やICT活用の深度にバラつきがある。
　改善： 「スタディサプリ」の活用で個別最適な学びを推進し、思考力を深めるICT活用を研究する。
・生徒指導・学校行事
　反省： 行事の達成感は高いが、事後の意欲維持や自転車ヘルメット着用率に課題がある。
　改善： 振り返り活動を充実させ学習意欲へ繋げるとともに、生徒会と連携し交通安全指導を強化する。
・進路指導・広報
　反省： 進路決定率は高いが、HP更新の滞りや低年次からの意識醸成に課題がある。
　改善： HPを刷新し情報発信を迅速化する。キャリアパスポートを活用し、早期から計画的な指導を行う。
・教育相談・人権教育
　反省： 精神面の悩みや合理的配慮のニーズが増加しており、組織的対応の迅速化が必要。
　改善： サポートシートの早期共有とケース会議の定例化により、全校的な支援体制を構築する。
・地域連携・専門教育
　反省： 地域連携活動は活発だが、学科間の横のつながりや対外的なブランド化が途上。
　改善： 令和11年度の農クラブ全国大会を見据え、学科横断プロジェクトと情報発信を強化する。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

A

評価項目以外のものに関する意見

進路意識の向上（目標設定）と基礎学力の
向上 B

リーダーを中心に協力体制が構築できるように支援し、体育祭の達成感７０％以上を目指す。

体育祭を中心に生徒主体で進行や説明する機会をつくり、主体性を養う。

人権・同和教育・生徒支援委員会を定期的に開催する

校外研修等で得た新しい情報を共有する機会を充実する。

人権学習を活用し、生徒、職員の人権意識の育成する。

コラムを書き写す課題に質問を設け、文章を読み取るトレーニングを毎週行う。

学年、学科で協力し、一人５回以上の面接練習を行い、コミュニケーション能力を高める。

HRや学年集会、行事等を生徒主体（進行・運営等）で行う機会を増やし、計画力、実行力、コミュニケーション能力を
高めリーダーを育成する。

各学期で、重点指導項目（身に付けさせる力）を明確化し、教室掲示や伸ばす力を生徒・職員ともに共有して学校行
事・学年企画等を実践する。

進路部と連携して、インターンシップに向けての事前指導（企業研究）をしっかり行い、可能な限り生徒が希望する職
種（企業）で実施できるように新規で企業を１０社開拓する。

進路希望調査や進路アンケートを学期に１回は行い、特に就職・４年制大学進学希望者については１学期から進路
指導を行う。

朝トレ、週末課題、長期休業中の宿題、考査前居残り学習などを充実させ、取組状況を学年で共有しながら、支援
が必要な生徒に対しては個別対応を徹底する。
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